
森のたより 1.10.2021

秋が次第に深まっていきます。当たり前のように毎日を園で過ごしている子どもたちの保育・
教育システムについて、改めて説明します。

先ずは乳児。0歳から2歳のクラスは育児担当制というシステムで毎日を過ごしています。

育児担当制システムの歴史はそんなに古くありません。第二次大戦のヨーロッパでは市内戦
が多くあり、戦争孤児が各地に溢れました。戦後、その子たちは政府の孤児収容施設で育て
られましたが、情緒が不安定でその育ちに多くの問題が生じました。フランスがヨーロッパの
様々な国の孤児の育ちを調査したところ、ハンガリーの「ローツィ乳児院」で育った孤児たち
にはホスピタリズム（情緒的障害）が現れていませんでした。その要因としてローツィ乳児院
での育児法が「こども集団対養育者集団」という構図ではなく、一人ひとりに寄り添う育児方
法がとられていたのです。これが育児担当制保育の出発点となり、フランスなどで形作られ
ました。

さて、本園の0歳の「つくし」では現在12人のこどもたちがいます。対して大人は4人の担任と1

人のフリーが部屋にいます。12人のこどもを5人が見ている時間（子ども集団対大人集団）は
遊びの時間です。食事、排泄、睡眠など1対1の育児の部分を担当するのは担当する一人の

保育者となります。一人の保育者が3人を担当しますが、こどもの生活時間に合わせて担当
を決めていますから、一人ひとりが重なることなく、3対１でありながら、こどもには1対1で接す
ることになります。

1歳児の「たんぽぽ」ではどうでしょう。本園ではこども20人のクラスに5人の大人がいます。こ
ども20人対大人5人という関係では、一人ひとりの育ちを見守ることは大変難しいことです。

育児担当制でない1歳児の食事のシーンをイメージしてみましょう。20人の子どもたちが一斉
に食事を始めたら、4人の大人がよりそうことができるこどもは何人でしょうか。（国の規定に
沿えば1歳児6人に保育者は1人ですから3.6人が適正配置です）1歳児クラスには4月に2歳の

誕生を迎えた子も翌年の3月に2歳になる子もいます。このような月齢差、又それぞれの育ち
の差が混在しているなかで、一人ひとりの適切な食事時の学びを確保することはとてもたい
へんなことではないでしょうか。

食事をするときにはどのような学びがあるのでしょう。例えば「たんぽぽ」では一つのテーブル
に子どもが多い時で3人座ります。この3人は一緒に食べ始めるのではありません。順番に食
事に誘われて、自分の席に進み、一人一人が順番に食べ始めるのです。

先ず、清潔な衣服や体で所定の場所に自分で座ることがあります。食べる場所、寝る場所は
毎日変わらないというのが鉄則です。同じ場所に座ることは、毎日同じ風景が見えるというこ
とです。情緒の安定はいつもを繰り返すことから始まります。口元や手をきれいに拭き、今日
のメニューの説明を受けます。食事のメニューは言葉の宝庫です。野菜などの食材にはすべ
て名前があり、調理した品物にも名前があります。そられを一つ一つ保育者の言葉を通して
耳にするのです。先ずは何を食べたいのか。次に何を食べるのかなどなど保育者とお話しし
ながら自分の意欲を示し、食べ進みます。やがて、食事を終えると「ごちそうさま」と感謝の言
葉を述べて終わります。自らのエプロンを取って畳み、椅子を戻してすべてを終えます。

このような一連の動きは訓練すればみんなが一斉にすることができるかもしれません。しかし
それには保育者の指示が必要になります。皆さん！まず①をしましょう、次に②をしましょう、

というように。しかしそれは「指示を待つ子」を育てることになります。これからの時代が待つ
育ちは自ら選び自ら実践しようと試み、くじけず何度も挑戦していく主体なのです。

乳児だからとあなどれません。1歳半ばから前期幼児教育が始まっているといわれるゆえん
です。育ちは「ゆっくり、毎日、少しづつ」なのです。



２日 人形劇 エプロン座
５日 遠足 ゆり・すみれ
８日 サッカー教室
１１日 内科健診
１１日～１２日 発育測定
１６日 遠足 さくら・つくし
１８日 遠足 ふじ・たんぽぽ
２５日 歯科検診
２４日 避難訓練

１１月４日 異⽂化交流

１１月の行事
予定

新型コロナ感染状況など
で中止する行事もありま

す。
ご理解お願いします

文責：看護師 岡田

朝夕がグッと冷え込むようになりました。お布団も洋服も衣替えの季節です。この時
期はかぜをひきやすいので、身体が冷えてしまわないように、きちんとした下着を着
て、上着などで体温調節をし、汗をかいているようなら衣服を取り換えてあげましょ

う。また、手洗い・うがいをこまめに行う習慣を付け、規則正しい生活でウイルスを
寄せ付けないようにしましょう。

10月10日は

目の愛護デー

こんな見方は危険信号！

子どもの目は毎日発達してい

て、両目の視力機能は６歳頃

にほぼ完成すると言われてい

ます。その後に視力が低下す

るのは、幼い頃の姿勢や体の

動かし方が関係しているそう

です。自然の中で十分に遊ば

せ、外の景色をたくさん見せ

ることでお子さまの視力を育

てていきましょう。

・テレビや絵本に近付いて見る

・明るい戸外でまぶしがる

・目を細めて見る

・上目遣いに物を見る

・目つきが悪い、目が寄っている

・見る時に首を曲げたり、頭を傾けたりする

このような症状が見られると斜視や弱視の

可能性が考えられます。子どもは視力が悪

いことを自覚できないため、上記のような

症状がないか普段から気にかけて見るよう

にしてください。


